
入札説明書（物品購入等） 

 

この入札説明書は、本件調達に関し、富山県企業局の契約に関する規程（昭和 63 年富山県公営企業管

理規程第５号。以下「契約規程」という。）その他関係法令及び本件調達に係る入札公告に定めるものの

ほか、一般競争入札に参加する者(以下「入札参加者」という。）が熟知し、かつ、遵守しなければならな

い事項を明らかにするものである。 

 

１ 入札に付する事項 

  別記１のとおり 

 

２ 入礼参加者に必要な資格 

 ⑴ 物品等の調達契約に係る競争入札に参加する者に必要な資格等について（平成 29 年富山県告示第

174 号）第１の規定に該当しない者であること。 

 ⑵ 富山県における物品等の調達契約に係る競争入札に参加する者に必要な資格（以下「競争入札参加

資格」という。）の審査を受けた者であって、開札日の前日までに富山県会計規則（昭和 62 年富山県

規則第 17 号）第 86 条第３項の規定による競争入札参加資格者名簿に登載されているものであるこ

と。 

 

３ 入札参加者に求められる義務 

入札参加者は、別添「提出書類一覧表」の中の「１応札仕様書提出時」の各号に掲げる書類（以下「応

札仕様書等」という。）を令和７年５月 28 日(水)までに、富山県企業局経営管理課管財係へ提出しなけ

ればならない。 

なお、提出した書類に関し、契約を担当する職員から説明を求められた場合は、これに応じなければ

ならない。 

 

４ 入札 

 ⑴ 入札書の提出期限は、別記２の⑴のとおりとする。 

 ⑵ 入札書の提出場所及び契約条項を示す場所（契約に関する事務を担当する室課の名称及び所在地）

は、別記２の⑵のとおりとする。 

⑶ 入札参加者は、入札公告、この入札説明書、別添仕様書、別添入札者心得及び別添暴力団排除に関

する誓約事項並びに別添契約書(案)を熟覧のうえ入札しなければならない。この場合において、関係

書類について疑義があるときは、入札書を提出するまでの間、関係職員に説明を求めることができ

る。ただし、入札書を提出した後においては、関係書類についての不知又は不明を理由として異議を

申し立てることはできない。（質問等については軽微なものを除き、原則として文書によるものとす

る。なお、質問等の受付は令和７年５月 12 日(月)午後５時 15 分までとする。) 

⑷ 入札参加者は、別紙様式１を標準とする入札書を直接持参又は郵便（書留郵便に限る。）により提

出しなければならない。電報、ファックス、電話その他の方法による入札は認めない。 

 ⑸ 入札書及び入札に係る文書に使用する言語及び金額は、日本語及び日本国通貨による表示に限る。 

⑹ 代理人が入札する場合は、入札書と併せて、競争入札参加資格を有する者の押印(外国人の署名を

含む。以下同じ。）のある委任状を提出しなければならない。 



⑺ 入札書の封書の記入方法は、別記３のとおりとする。 

⑻ 入札金額は、入札する物品等の価格の他、輸送費、保険料、関税等納入場所渡しに要する一切の諸

経費を含めた金額を見積もるものとする。なお、落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に

当該金額の 100 分の 10 に相当する額を加算した金額（1 円未満の端数があるときは、その端数金額

を切り捨てた金額）をもって落札価格とするので、入札参加者は、消費税及び地方消費税に係る課税

事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の 110 分の 100 に相当する

金額を入札書に記載すること。 

⑼ 競争入札参加資格の資格停止期間中は、入札書の提出をすることができない。 

⑽ 競争入札参加資格のない者が、開札日の前日までに当該資格を有すると認められることを条件に

あらかじめ入札書を提出する楊合、競争入札参加資格申請書を応札仕様書等提出期限までに提出し

なければならない。 

⑾ 競争入札参加資格のない者が、開札日の前日までに当該資格を有すると認められることを条件に

あらかじめ入札書を提出した場合において、当該者に係る競争入札資格審査の審査が開札日の前日

までに終了しないとき又は当該資格を有すると認められなかったときは、当該入札書は落札決定の

対象としない。 

⑿ 前記３の応札仕様書等の審査の結果、入札公告及びこの入札説明書に示した物品等を納入するこ

とができると認められない場合は、当該入札参加者に、その旨と理由を記載した書面により通知する

とともに、入札書をあらかじめ提出していた場合は入札書を返却する。この場合において、提出され

た応札仕様書等は返却しない。 

⒀ 入札参加者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和 22 年法律第 54 号。以下

「独禁法」という。）等に抵触する行為を行ってはならない。 

⒁ 入札参加者が独禁法に抵触する行為その他不正若しくは不穏の行動をする等の場合で、競争入札

の適正な執行が妨げられる恐れがあると認めるときは、当該入札参加者を入札に参加させず、又は当

該入札を延期し若しくは中止することがある。これは、開札の場合も同様である。 

 

５ 開札 

 ⑴ 開札の日時及び揚所は、別記２の⑶のとおりとする。 

⑵ 開札は、原則として入札参加者又はその代理人の全員の立会いのもとで行う。開札に立ち会うこと

ができない場合は、開札日の前日までに契約担当者（富山県企業局経営管理課長。以下同じ。）に届

け出るものとする。開札に立ち会わない入札参加者があるときは、開札に、本件入札執行事務に関係

のない職員が立ち会う。 

⑶ 開札の場所（以下「入札場」という。）には、入札参加者又はその代理人並びに本件入札執行事務

に関係のある職員（以下「入札関係職員」という。）及び上記⑵の立会いをする職員以外の者は入場

することができない。 

⑷ 入札参加者又はその代理人は、開札を開始する時刻後においては、入札場に入場することができな

い。 

⑸ 入札参加者又はその代理人は、契約担当者がやむを得ない事情があると認められる場合を除き、開

札が終了するまで入札場を退場することができない。 

⑹ 入札参加者又はその代理人は、入札場に入場するときは、入札参加者にあっては身分証明書の写し

を、代理人にあってはこれに加えて前記４の⑹の委任状の写しを、入札関係職員に提出しなればなら



ない。 

⑺ 開札の結果、予定価格の制限の範囲内の価格の入札がない場合において、開札に入札参加者又はそ

の代理人の全員が立ち会いしているときは、直ちに再度の入札をする。開札に立ち会わない入札参加

者又はその代理人があるときは、契約担当者が別に定めるところにより、再度の入札をする。再度の

入札に参加できる者は、最初の入札に参加した者に限る。再度の入札の回数は、原則として 1 回を超

えないものとする。 

 

６ 入札保証金 

  免除とする。 

 

７ 無効の入札 

  次の各号のーに該当する入札は無効とする。 

 ⑴ 競争入札参加資格のない者（開札日の前日までに、当該資格を有すると認められることを条件とし

て、入札書の提出期限までに競争入札参加資格審査申請書を提出した者を除く。）のした入札 

⑵ 郵便入札の場合において、封皮に「入札書在中」の表示のない入札 

⑶ 入札書に記載した事項（金額を除く。）を訂正し、その箇所に押印のない入札 

⑷ 別添入札者心得の第５の各号に該当する入札 

⑸ その他入札に関する条件に違反した入札 

 

８ 落札者の決定 

 ⑴ 有効な入札書を提出し、かつ、前記３の応札仕様書等の審査の結果、入札公告及びこの入札説明書

に示した物品等を納入できると認めた者であって、予定価格の制限の範囲内で最低の価格を提示し

た入札者を落札者とする。 

 ⑵ 落札となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは、直ちに、当該入札者にくじを引かせ、

落札者を決定する。 

 ⑶ 上記⑵の同価を入札した者のうち、開札に立ち会わない者又はくじを引かない者があるときは、こ

れに代わって本件入札執行事務に関係のない職員にくじを引かせ、落札者を決定する。 

 

９ 契約保証金 

 ⑴ 落札者は、申請により契約保証金の納付の免除を受けた者を除き、契約保証金を納付しなければな

らない。契約保証金の納付の期限及び場所は、別記４の⑴のとおりとする。 

 ⑵ 契約保証金の納付金額は、契約金額（入札書記載金額の 100 分の 110 に相当する金額)の 100 分の

10 に相当する額以上の金額とする。 

 ⑶ 落札者は、契約保証金を現金で富山県企業局が発行する納入通知書により落札決定を通知した日

の翌日から起算して５日（日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）

に規定する休日を除く。）以内に、納付しなければならない。 

 ⑷ 契約者がその義務を履行しないときは、当該者が納付した契約保証金は県に帰属する。 

⑸ 契約者が契約上の義務を履行したときは、履行確認の後、納付された契約保証金にあっては口座振

替により、当該者に還付する。 

⑹ 契約保証金の納付の免除を受けようとする落札者は、別紙様式２（契約保証金納付免除申請書）に



より、別記４の⑵の期限までに申請しなければならない。免除の可否は、書面により通知する。 

⑺ 契約保証金の免除の条件は、次のとおりとする。 

ア 落札者が、保険会社との間に富山県企業局を被保険者とする履行保証保険契約を締結したとき。

なお、履行保証保険契約については、別記４の（注１）のとおりとする。 

イ 落札者が、過去２年の間に国又は地方公共団体と種類及び規模をほぼ同じくする契約を２回以上

にわたって締結し、これらをすべて誠実に履行し、かつ、契約を履行しないこととなるおそれがな

いと認められるとき. 

なお、この場合における過去２年の間並びに種類及び規模等については、別記４の（注２）のと

おりとする。 

 ⑻ 契約保証金の納付の免除の承認を受けた落札者は、契約書に、当該契約保証金納付免除承認の通知

書の写しを添付しなければならない。 

 

10 契約書の作成 

⑴ 契約の相手方が決定したときは、その翌日から起算して５日（日曜日、土曜日及び祝日を除く。）

以内に契約を締結するものとする。 

⑵ 契約書及び契約に係る文書に使用する言語及び金額は、日本語及び日本国通貨による表示に限る。 

⑶ 契約条項 

  別添契約書（案）のとおり 

 

11 競争入札参加資格の審査に関する事項 

  競争入札参加資格の審査に関する事項の照会先及び競争入札参加資格審査申請書の提出先 

  （郵便番号） 〒930-8501 

  （所 在 地） 富山県富山市新総曲輪１番７号 

  （機 関 名） 富山県出納局総務会計課用度管理係 

  （電話番号） 076-444-3423、4545、4547（直通） 

 

12 その他必要な事項 

 ⑴ 本件調達に関しての入札説明会は、開催しない。 

⑵ 本件調達をする室課の名称及び所在地は、別記７のとおりである。 

 ⑶ 入札参加者又は契約の相手方が、本件調達に関して要した費用は、すべて入札参加者又は契約の相

手方が負担しなければならない。 

 ⑷ 本件調達手続に係る苦情の申立てがあり、富山県特定調達苦情検討委員会が契約締結の停止等を

要請した場合においては、本件調達手続の停止等を行うことがある。 

 ⑸ 本件調達に関しての照会先は、別記８のとおりである。 



入札者心得 

 

第１ 競争入札に参加する者（以下「入札者」という。）は、富山県企業局の契約に関す

る規程（昭和 63 年富山県公営企業管理規程第５号。以下「契約規程」という。）及び

この心得を守らなければならない。 

 

第２ 入札者は、契約規程第 24 条による公告、第 30 条第２項による通知、入札説明書及

び仕様書その他関係書類並びに契約書（案）等を熟覧のうえ、所定の様式を標準とす

る入札書により総額又は単価をもって入札しなければならない。 

 

第３ 入札者は、開礼に立ち会わなければならない。ただし、あらかじめ開札に立ち会う

ことができない旨を届け出た揚合は、この限りでない。 

 

第４ いったん提出した入札書は、いかなる理由があっても書換え、引換え又は撤回をす

ることができない。 

 

第５ 次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

  ⑴ 入札書の記載金額その他入札要件が確認できない入札 

  ⑵ 入札書の記載金額を加除訂正した入札 

  ⑶ 入札書に入札者又はその代理人の記名押印がない入札 

  ⑷ 入札保証金の納付を必要とする入札について、入札保証金の納付額が不足する者

のした入札又は入札保証金の免除を受けなかった者のした入札で入札書に入札保証

金納付証明書の添付のないもの 

  ⑸ 一の入札者又はその代理人が同一事項について２以上の入札書を提出した場合の

入札 

  ⑹ 代理人が２人以上の入札者の代理をした入札 

  ⑺ 指定された日時までに指定された場所に入札書が到達しなかった入札 

  ⑻ 無権代理人がした入札 

  ⑼ その他入札に関し不正の行為があった者のした入札 



暴力団排除に関する誓約事項 

 

当社（個人である場合は私、団体である場合は当団体。以下同じ）は、今回の入札に参

加するにあたり、以下に掲げる項目に該当していないこと及び本入札に係る契約の契約期

間中は該当しないことを誓約します。 

 この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより当社が不利益を被ることとな

っても、異議は一切申し立てません。 

また、富山県から求められた場合には、当社の役員等名簿（役職名、氏名、性別、生年

月日及び住所の一覧表）を提出すること、並びにこれらの提出書類から確認できる範囲で

の個人情報を富山県警察本部に提供することを承諾します。 

 

記 

 

１ 取締役等（個人である場合にはその者を、法人である場合にはその役員又はその支店若

しくは常時契約を締結する事務所を代表する者をいう。以下同じ。）が暴力団員（暴力団

員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）第２条第６号に規定

する暴力団員をいう。以下同じ。）である者 

 

２ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定する暴

力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員が経営に実質的に関与している者 

 

３ 取締役等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加

える目的をもって、暴力団又は暴力団員の利用等をしている者 

 

４ 取締役等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど、

直接的又は積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者 

 

５ 取締役等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 

 

６ 取締役等が、相手方が暴力団員であることを知りながら、これを不当に利用している者 

 

 



別記 

 

１ 入札に付する事項 

 ⑴ 調 達 物 品 等 名  高速液体クロマトグラフ質量分析装置 

 ⑵ 調達物品等の規格等  別添仕様書のとおり 

 ⑶ 数 量  一式（内訳は別紙仕様書のとおり） 

 ⑷ 納 入 期 限   令和７年 12 月 24 日 

 ⑸ 納 入 場 所   富山県和田川水道管理所 

 ⑹ 納 入 条 件   別添仕様書のとおり 

 

２ 入札及び開札 

 ⑴ 応札仕様書等の提出期間及び提出期限 

  （提出期間） 令和７年４月 21 日から令和７年５月 28 日まで 

  （提出期限） 令和７年５月 28 日 午後５時 15 分 

 ⑵ 入札書の提出場所及び契約条項を示す場所（契約に関する事務を担当する室課の名称及び所在地) 

  （郵便番号） 〒930-0094 

  （所 在 地） 富山県富山市安住町２番 14 号 

  （機 関 名） 富山県企業局経営管理課管財係 

  （電話番号） 076-444-2139（直通） 

 ⑶ 入札・開札の日時及び場所 

  （開札日時） 令和７年６月 10 日 午前 11 時 00 分 

  （開札場所） 富山県企業局 第４会議室 

 

３ 入札書の封書の記入方法 

 ⑴ 直接持参する場合 

   入札書を封書に入れ密封し、その封皮に入札参加者の商号又は名称及び代表者の氏名を記載する

とともに、「令和７年６月 10 日開札 高速液体クロマトグラフ質量分析装置 一式の入札書在中」

と朱書すること。 

 ⑵ 郵便により提出する場合 

   二重封筒とし、入札書を中封筒に入れて密封のうえ、当該中封筒の封皮及び外封筒の封皮に、入札

参加者の商号又は名称及び代表者の氏名を記載するとともに、「令和７年６月 10 日開札 高速液体

クロマトグラフ質量分析装置 一式の入札書在中」と朱書すること。 

 

４ 契約保証金 

 ⑴ 納付の期限及び場所 

（納付期限） 落札決定の通知をした日の翌日から起算して５日以内(日曜日及び土曜日を除く。) 

   （納付場所） 富山県企業局経営管理課管財係 

⑵ 納付免除の申請の期限及び場所 



   （申請期限） 落札決定の通知をした日の翌日から起算して２日以内(日曜日及び土曜日を除く。) 

   （申請場所） 富山県企業局経営管理課管財係 

  （注１）入札説明書本文９の⑺のアの履行保証保険契約は、次のとおりとする。 

      ・保険期間は、開札日から契約を履行するまでの期間（今回の場合、開札日から令和７年 

12 月 24 日までとなる。）とする。 

      ・定額填捕方式とする。（実質填捕方式ではない。) 

  （注２）入札説明書本文９の⑺のイの過去２年の間並びに種類及び規模等は、次のとおりとする。 

      ・「過去２年の間」は、令和５年６月９日から令和７年６月 10 日までとする。 

      ・「種頓及び規模」は、物品等で契約金額（月額賃貸料等の定めのある賃貸借契約等にあっ

ては、契約期間における当該賃借料等の総額）が 30,000 千円以上のものとする。 

・「履行」とは、物品等の納入が完了していることである。 

 

５ 入札説明会 

  開催しない。 

 

６ 質問等の受付 

  質問等については、軽微なものを除き、原則として文書によるものとする。なお、仕様に関する質問

等の受付は、令和７年５月 12 日 午後 5 時 15 分までとする。 

 

７ 本件調達をする室課の名称及び所在地 

  （郵便番号） 〒930-0094 

  （所 在 地） 富山県富山市安住町２番 14 号 

  （室 課 名） 富山県企業局水道課 

  （電話番号） 076-444-2142（直通） 

 

８ 本件調達に関しての照会先 

  （郵便番号） 〒930-0094 

  （所 在 地） 富山県富山市安住町２番 14 号 

  （室 課 名） 富山県企業局経営管理課管財係 

  （電話番号） 076-444-2139（直通） 

  （FAX 番 号） 076-444-2154 

 

 

 

 

 

 

 



  

入札日程概要 

 

調達物品名及び数量 高速液体クロマトグラフ質量分析装置 一式 

入札説明書交付期間 令和７年４月 21 日（月）～令和７年５月 12 日（月） 

質問等の受付締切 

（仕様に関するもの） 

令和７年５月 12 日（月） 午後５時 15 分 

※関係書類に関して疑義がある場合は、入札書を提出するまでの間、

説明を求めることができます。 

郵送による入札書の 

提出期限 

令和７年６月９日（月） 午後５時 15 分 

開札日時 令和７年６月 10 日（火） 午前 11 時 00 分 

契約保証金免除申請期限 

令和７年６月 12 日（木） 

（※令和７年６月 10 日に落札者が決定した場合） 

契約締結期限 

（契約保証金納付期限） 

令和７年６月 17 日（火） 

（※令和７年６月 10 日に落札者が決定した場合） 

物品等納入期限 令和７年 12 月 24 日（水） 

 



提出書類一覧表 

 

１ 応札仕様書等提出時（令和７年５月 28 日（水）） 

 ⑴ 応札仕様書等 

   入札しようとする物品等の仕様が、入札公告及びこの入札説明書に示した規格、機能、性能等に適

合するものであることを証明する書類であり、次の各項目に従い、作成すること。 

（注意事項） 

・応札仕様書等はファイルに綴じるとともに、当該ファイルの表紙には「誘導結合プラズマ質量分

析装置一式」の表題及び「入礼参加者の商号又は名称」を、裏表紙には「担当者の所属・氏名・電

話番号」を明記すること。 

 ・ファイルが複数となる場合は、ファイルの一覧表を添付すること。 

 

ア 別記１の⑵の仕様書（以下「仕様書」という。）に対し、入札参加者が提示しようとする具体的

な内容（品名、メーカー名、型番、規格・機能、数量等)を、仕様書に掲げる番号の順に分かりや

すく明示した応札仕様書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（A４判、提出部数３部） 

 

イ 入札しようとする物品等のカタログ等 ・・・・・・・・・・・・・・・・（提出部数３部） 

（納入予定の機器に色彩ペン等で印をつけたうえ、インデックスを貼り確認しやすいようにする

こと。）  

 

ウ 入札しようとする物品等に係る保証を、仕様書の「８ その他」に掲げるところにより提供す

ることを証明する書類 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（A４判、提出部数１部） 

 

 ⑵ 定価見積書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（１通） 

   （入札しようとする物品等の定価、輸送費、保険料、関税等納入場所渡しに要する諸経費を含め

たものを見積もること。なお、仕様書の主要機器構成内訳に準拠してメーカー名・型番等を記載

した明細書を作成し、メーカー希望小売価格が存在しない場合はその旨を記栽するとともに店頭

価格又は実売価格を記載すること。) 

 

 

２ 入札・開札時（令和７年６月 10 日（火）） 

 ⑴ 入札書（封書にすること) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（１通） 

 ⑵ 入札書及び封書の予備（再度の入札用） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（各１通） 

 ⑶ 委任状（代理人が入札する場合） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（１通） 

 ⑷ 身分証明書の写し（運転免許証等の写真の入ったもの） ・・・・・・・・・・・・・・（１通） 


